
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
版
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
声
」
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
で
発
行
さ
れ
て

い
ま
す
。　

　

が
ま
ご
お
り
議
会
だ
よ
り
は

目
の
不
自
由
な
方
向
け
に
、
毎

号
、
点
字
版
と
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
版
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

点
字
版
は
、
点
訳
奉
仕
グ
ル

ー
プ
「
あ
い
」
の
皆
さ
ん
、
カ

議
会
だ
よ
り
は

点
字
版
と
テ
ー
プ
版
も

発
行
し
て
い
ま
す

議 会 日 誌
11月1日から1月17日

新
潟
中
越
地
震
・

ス
マ
ト
ラ
沖
地
震
津
波
へ

災
害
救
援
金

　

市
議
会
議
員
親
睦
会
は
、

平
成
十
六
年
十
月
二
十
三
日

に
発
生
し
た
新
潟
中
越
地
震

及
び
平
成
十
六
年
十
二
月
二

十
六
日
に
発
生
し
た
ス
マ
ト

ラ
沖
地
震
津
波
で
被
害
を
受

け
ら
れ
た
方
に
対
し
、
災
害

救
援
金
を
送
り
ま
し
た
。

　

救
援
金
は
、
社
会
福
祉
法

人
・
中
日
新
聞
社
会
事
業
団

を
通
じ
て
、
新
潟
中
越
地
震

へ
二
十
万
円
、
ス
マ
ト
ラ
沖

地
震
津
波
へ
十
万
円
を
送
り

ま
し
た
。
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三
月
市
議
会
定
例
会
は
、
二

月
二
十
五
日（
金
）
か
ら
開
か

れ
る
予
定
で
す
。

　

詳
し
い
日
程
は
、
二
月
二
十

二
日（
火
）
に
開
か
れ
る
予
定

の
議
会
運
営
委
員
会
で
決
ま
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
以
後
に
議
会

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

本
会
議
の
傍
聴
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
会
議
当
日
、
市
役
所

七
階
の
議
会
事
務
局
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
会
議
の
日
程
と
一

般
質
問
の
内
容
は
、
市
役
所
一

階
の
ロ
ビ
ー
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
お
知

ら
せ
し
ま
す
。４月

 2 日 文教委員会
   4 日～ 5日 
  議会運営委員会行政視察
19日  議会運営委員会理事会
 22 日 12 月定例会招集告示
  議案説明会
25日  議会運営委員会

   1 日～ 10日
  12 月定例会
10日  議会だより編集委員会
13日  国道 23号蒲郡バイパス
  建設特別委員会
 
11 日  議会だより編集委員会
13日  三河中央部市町議会議員
  研修会
 17 日 議会だより編集委員会
  議会運営委員会理事会

　昨年 11月に議会運営委員会（議会だより編集
委員会と同一メンバー）で長野県諏訪市に視察に
行きました。諏訪市では、定例会の一般質問に
毎回 20 人ぐらいの議員が、質問をします。こ
れを２日間でやっています。
　蒲郡市では、３日間で 15～ 18人ぐらいです。
質問の持ち時間、答弁時間、質問内容などそれ
ぞれ違いますが、時として質問が演説調となっ
たり、同じ様な質問の繰り返しなどがあり、簡
潔で能率的な質問を心がけたいと思います。
　また、議会だよりの勉強もしてきました。我
が議会だよりには、歴史の浅い割には多少の自
負がありましたが、これからも紙面の充実に一
層努めてまいります。

「がまごおり議会だより」は、古紙配合率100%の再生紙を使用しています。

11月

12月

1月

議会のことば － 討　論

　議題となっていることがらが採決される
前に、議員がそのことに対して賛成または
反対の立場にたって演説をすることを「討
論」といいます。
　本市議会 12月定例会では、「蒲郡市水道
水源基金条例の一部改正について」及び「蒲
郡市農業委員会の選挙による委員の定数に
関する条例の一部改正について」の２議案に
対して賛成、反対の立場から、それぞれ２
名の議員が討論を行いました。
　議長は、討論をする議員が２人以上いる
ときは、最初に反対者に発言させ、次に賛
成者に発言させるというように、反対・賛
成を交互に行わせることになっています。

三
月
定
例
会
の

開
会
日
・
日
程
は


